









Expression of Ku70 predicts results of radiotherapy in prostate 
cancer. 
（前立腺癌における Ku70 発現による放射線治療効果予測） 
Author(s) 

























報 告 番 号 甲第 2910 号 氏  名 長谷川 智一 
 論文題名 








 研究方法   
2007 年 8 月から 2010 年 10 月までの期間に IMRT による放射線治療を受けた前立腺癌
患者の 58 例について探索群として解析し、2001 年 3 月から 2007 年 5 月までの期間に３








Ku70 低発現の患者では PSA 再発は一例も認めなかった。一方で、グリソンスコア 8 以上
かつ Ku70 高発現の患者では高い PSA 再発率を示した。検証群でも同様の結果を得た。 
 
結論 
 76Gy の放射線治療とホルモン療法はグリソンスコア 7 以下または Ku70 低発現の患者





（平成 28年 9 月 30 日授与） 
報告番号 甲第 2910 号 氏  名 長谷川 智一 
 
論文審査 
担 当 者 
主査 坂田 耕一 教授 副査  舛森 直哉 教授 




Expression of Ku70 predicts results of radiotherapy in prostate cancer. 
前立腺癌における Ku70 発現による放射線治療効果予測 
結果の要旨 
 本研究により、前立腺癌細胞における、DNA 二重鎖切断修復に関わる蛋白である Ku70
の発現率が、前立腺癌に対する放射線治療効果の予測因子であることがわかった。グリソ
ンスコアと Ku70 発現を組み合わせることにより PSA 再発の予測能が向上し、追加治療な
ど治療方針決定の一助になる可能性がある。 
以上の成果により、学位論文として医学博士授与に値するものと、審査委員全員から評価
をいただいた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
